愛知県立芸術大学サイン用汎用書体のデザイン by 佐藤 直樹
愛知県立芸術大学サイン用汎用書体のデザイン






















































































A.		AXIS	Condensed 書体 120% 平体（従前の仕様）　（図１）
B.		AXIS 書体 96% 長体（修正を施した仕様）　（図２）
　Aは基本設計から 120％の平体処理を施しているため、縦画が横軸に対して 20％拡張する（線



























　欧文書体 D の修正点として、欧文書体 C をもとに「ウェイトをより細く」「ハイトをより高く」
しながら文字セット全体の整合性を鑑みて再設計を行った（図６）。その結果、欧文書体 Dには C
と比較して「全体的により軽快かつモダンな印象」という和文書体 B の改良点と合致する特徴を
















　視覚補整が施された欧文書体 E は、補整を施さない例（欧文書体 D のネガポジ反転版）と比較
してみると、欧文書体 D のウェイトとの相似率が高い（文字の太さがほぼ同じように見える）こ
とが明らかである（図８）。
おわりに
　今回の研究を通じて
・和文書体 B　…従前の和文書体 Aの改良版
・欧文書体 D　…従前の欧文書体 Cの改良版
・欧文書体 E　…欧文書体 Dのネガポジ反転版
を提案するに至った（図９）。いずれの書体も、従前書体と比較して汎用性・視認性が大きく向上
したと確信している。今後はこの研究成果に、カーニング（文字組みの際に生じる文字の間隔を調
整して文字列の可読性を高める機能）の詳細な設定を施すことを試みたい。
　この研究は「平成 27 年度愛知県立芸術大学学長特別研究」に申請し採択された。関係各位に深
謝するものである。
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